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１．１．本製品を安全にご使用いただくために本製品を安全にご使用いただくために

本製品は使用するにあたって、本製品は使用するにあたって、電気電気､､圧縮空気、圧縮空気、配管などについての基礎的な知識をもった人を対象にしています。配管などについての基礎的な知識をもった人を対象にしています。上記の上記の

知識をもたない人や十分な訓練を受けていない人が、知識をもたない人や十分な訓練を受けていない人が、据付、据付、使用、使用、修理などを行って引き起こした事故に関しては、修理などを行って引き起こした事故に関しては、当社は当社は

責任を負いません責任を負いません｡｡

　使用方法によっては、　使用方法によっては、十分に性能を発揮できない場合や事故につながる場合もあります。十分に性能を発揮できない場合や事故につながる場合もあります。

　製品の仕様を必ず確認されるとともに、　製品の仕様を必ず確認されるとともに、決められた使用方法でご使用ください。決められた使用方法でご使用ください。

　本製品には、　本製品には、さまざまな安全対策を施していますが、さまざまな安全対策を施していますが、お客様の取扱いミスによって事故につながる場合があります。お客様の取扱いミスによって事故につながる場合があります。そのその

ために、ために、必ずこのマニュアル必ずこのマニュアル（取扱説明書）（取扱説明書）を熟読しを熟読し､､内容を十分にご理解いただいたうえでご使用ください。内容を十分にご理解いただいたうえでご使用ください。

　本文中に記載してある取扱注意事項とあわせて下記項目についてもご注意ください。　本文中に記載してある取扱注意事項とあわせて下記項目についてもご注意ください。

１．１．製品固有の仕様範囲外での使用や屋外での使用及び次に示すような条件や環境で使用する場合は、製品固有の仕様範囲外での使用や屋外での使用及び次に示すような条件や環境で使用する場合は、使用の使用の

可否を当社までご相談ください。可否を当社までご相談ください。

①原子力、①原子力、鉄道、鉄道、航空、航空、車両、車両、医療機器、医療機器、飲料、飲料、食品、食品、などに直接触れる機器、などに直接触れる機器、娯楽機器、娯楽機器、緊急遮断回路、緊急遮断回路、プレスプレス

機械、機械、ブレーキ回路、ブレーキ回路、安全対策用など、安全対策用など、安全性が要求される用途への使用。安全性が要求される用途への使用。

②人や財産に大きな影響が予想され、②人や財産に大きな影響が予想され、特に安全が要求される用途への使用。特に安全が要求される用途への使用。

２．２．事故防止のために必ず、事故防止のために必ず、各製品の取扱い説明及び注意事項をお守ください。各製品の取扱い説明及び注意事項をお守ください。製品の改造や追加工は行わな製品の改造や追加工は行わな

いでください。いでください。

３．３．製品は、製品は、一般産業機械用部品として設計、一般産業機械用部品として設計、製造されたものです。製造されたものです。よって、よって、充分な知識と経験を持った人が充分な知識と経験を持った人が

取扱ってください。取扱ってください。

４．４．装置設計に関する安全性については、装置設計に関する安全性については、団体規格、団体規格、法規等をお守ください。法規等をお守ください。

５．５．安全を確認するまでは、安全を確認するまでは、機器の取外しを絶対に行わないでください。機器の取外しを絶対に行わないでください。

ここで示した注意事項では、ここで示した注意事項では、安全注意事項のランクを安全注意事項のランクを「危険」「危険」「警告」「警告」「注意」「注意」として区別してあります。として区別してあります。

危険 ：：取扱いを誤った場合、取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う危険を生じることが想定され、使用者が死亡または重傷を負う危険を生じることが想定され、かつ警告のかつ警告の

緊急性緊急性（切迫の度合い）（切迫の度合い）が高い限定的な場合。が高い限定的な場合。

警告 ：：取扱いを誤った場合、取扱いを誤った場合、使用者が死亡または、使用者が死亡または、重傷を負う危険が生じることが想定される場合。重傷を負う危険が生じることが想定される場合。

注意 ：：取扱いを誤った場合、取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負うかまたは物的損害のみが発生する危険が生じることが使用者が軽傷を負うかまたは物的損害のみが発生する危険が生じることが

想定される場合。想定される場合。
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２．２．使用上の注意事項使用上の注意事項

2-12-1設計設計・・選定時選定時

◆使用流体について◆◆使用流体について◆

危険

●引火性の流体には絶対に使用しないでください。●引火性の流体には絶対に使用しないでください。

警告

●取引用メータとしては使用できません。●取引用メータとしては使用できません。

計量法に適合していませんので、計量法に適合していませんので、商取引には使用し商取引には使用し

ないでください。ないでください。工業用センサとして使用してくだ工業用センサとして使用してくだ

さい。さい。

●適用流体は圧縮空気または、●適用流体は圧縮空気または、窒素ですので、窒素ですので、それそれ

以外の流体では、以外の流体では、精度の保証はできませんので使用精度の保証はできませんので使用

しないでください。しないでください。

●●ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｺﾝﾌﾟﾚｯｻからの圧縮空気には、からの圧縮空気には、ﾄﾞﾚﾝﾄﾞﾚﾝ（水、（水、酸化酸化ｵｲﾙｵｲﾙ、、

異物等）異物等）が含まれていますので、が含まれていますので、ｾﾝｻｾﾝｻの一次側の一次側（上流）（上流）

ににﾌｨﾙﾀﾌｨﾙﾀ、、ｴｱｰﾄﾞﾗｲﾔｴｱｰﾄﾞﾗｲﾔ及び及びﾏｲｸﾛｴﾚｯｻﾏｲｸﾛｴﾚｯｻを取付けて使用くだを取付けて使用くだ

さい。さい。尚、尚、ｾﾝｻｾﾝｻの整流の整流ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ（（ﾒｯｼｭﾒｯｼｭ））は、は、配管中の流れ配管中の流れ

を整流するためのものです。を整流するためのものです。異物を取除くための異物を取除くためのﾌｨﾌｨ

ﾙﾀﾙﾀではありませんので、ではありませんので、必ず必ずﾌｨﾙﾀﾌｨﾙﾀを設置してくださを設置してくださ

い。い。

ﾌｨﾙﾀ
ｴｱｰ

ﾄﾞﾗｲﾔ ﾏｲｸﾛｴﾚｯｻ
流量ｾﾝｻ
PFseries ﾊﾞﾙﾌﾞ

◆使用環境について◆◆使用環境について◆

危険

●●  防爆性環境防爆性環境

爆発性ガス雰囲気中では、爆発性ガス雰囲気中では、絶対に使用しないでくだ絶対に使用しないでくだ

さい。さい。防爆構造になっていませんので、防爆構造になっていませんので、爆発火災を爆発火災を

引起こす可能性があります。引起こす可能性があります。

●●  適用流体適用流体

適用流体として窒素ガスをご使用の際は酸欠の危険適用流体として窒素ガスをご使用の際は酸欠の危険

性がありますので、性がありますので、次の点に従い取扱には十分ご注次の点に従い取扱には十分ご注

意ください。意ください。

①①  風通しの良い、風通しの良い、換気可能な場所で使用してくだ換気可能な場所で使用してくだ

さい。さい。

②②  窒素ガスの使用中は換気を行ってください。窒素ガスの使用中は換気を行ってください。

③③  窒素ガス配管は漏れのないように定期的に確認窒素ガス配管は漏れのないように定期的に確認

してください。してください。

警告

●●  腐食性環境腐食性環境

亜硫酸ガス等の腐食性ガス雰囲気では使用しないで亜硫酸ガス等の腐食性ガス雰囲気では使用しないで

ください。ください。

●●  流体温度流体温度

流体温度は流体温度は00～～4040℃の範囲でご使用ください。℃の範囲でご使用ください。

尚、尚、周囲温度が仕様以内でも温度が急激に変化し、周囲温度が仕様以内でも温度が急激に変化し、結結

露が発生する場所では使用しないでください。露が発生する場所では使用しないでください。

●●  最高使用圧力最高使用圧力

最高使用圧力以上での使用は故障の原因になりますの最高使用圧力以上での使用は故障の原因になりますの

で、で、最高使用圧力以下でご使用ください。最高使用圧力以下でご使用ください。

●●  防滴環境防滴環境（（ｾﾝｻｾﾝｻ部のみ、部のみ、IP64IP64 相当）相当）

ｾﾝｻｾﾝｻ部は防塵部は防塵・・防滴構造ですので、防滴構造ですので、メンテナンス時や清メンテナンス時や清

掃時に水がかかっても安心してご使用いただけます。掃時に水がかかっても安心してご使用いただけます。

しかし、しかし、常時水がかかったり、常時水がかかったり、激しく水や油が飛散す激しく水や油が飛散す

る場所での使用は避けてください。る場所での使用は避けてください。

注意

●●  周囲温度周囲温度

必ず周囲温度必ず周囲温度00～～5050℃の範囲内でご使用ください。℃の範囲内でご使用ください。

◆◆ｾﾝｻｾﾝｻととﾓﾆﾀﾓﾆﾀの組合せについて◆の組合せについて◆

従来の従来のPF4000/8000PF4000/8000ははｾﾝｻｾﾝｻ部と部とﾓﾆﾀﾓﾆﾀ部が一対であり、部が一対であり、組換組換

えが出来ませんでした。えが出来ませんでした。新新ｼﾘｰｽﾞｼﾘｰｽﾞではではｾﾝｻｾﾝｻ部と部とﾓﾆﾀﾓﾆﾀ部は部は

個々独立しており、個々独立しており、同一機種内であれば組換えが可能同一機種内であれば組換えが可能

です。です。

①従来品 PF4000/8000 の場合

Aﾓﾆﾀ Aｾﾝｻ

Aﾓﾆﾀ Bｾﾝｻ

○

×

・AﾓﾆﾀにはAｾﾝｻしか接続できず、Bｾﾝｻの接続は使用
不可でした。

②PF500D/1000D/2000D/4000D/80000D/16000Eの場合

Aﾓﾆﾀ Aｾﾝｻ

Aﾓﾆﾀ Bｾﾝｻ

○

Aﾓﾆﾀ Cｾﾝｻ

○

○

PF1000Dﾓﾆﾀ PF500Dｾﾝｻ
×

従来 ﾓﾆﾀ 新 ｾﾝｻ
×

・同一機種であればAﾓﾆﾀにAｾﾝｻ、Bｾﾝｻ、Cｾﾝｻと組換
えが可能です。

・違う流量範囲の組換えは不可です。
・新旧の組換えは不可です。
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●●  振動振動・・衝撃衝撃

振動振動49m/s49m/s22以上、以上、衝撃衝撃249m/s249m/s22以上の使用はさけてくだ以上の使用はさけてくだ

さい。さい。

294m/s249m/S2振動 以上 衝撃 以上

●● ﾊﾟｰﾃｨｸﾙ ﾊﾟｰﾃｨｸﾙ発生について発生について

流量流量ｾﾝｻｾﾝｻに可動部はありませんが、に可動部はありませんが、電磁弁の電磁弁のｵﾝ/ｵﾌｵﾝ/ｵﾌを繰を繰

返しますと整流返しますと整流ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄ（（ﾒｯｼｭﾒｯｼｭ））の網目部又は固定部が微動の網目部又は固定部が微動

し、し、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾊﾟｰﾃｨｸﾙが発生する可能性があります。が発生する可能性があります。ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾊﾟｰﾃｨｸﾙの発生の発生

を嫌う場合には、を嫌う場合には、必ず流量必ず流量ｾﾝｻｾﾝｻのの22次側に次側にｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄﾌｨﾙﾀｰｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄﾌｨﾙﾀｰ

を設置してください。を設置してください。

●● ｱﾅﾛｸﾞ ｱﾅﾛｸﾞ出力”出力”A1A1””についての注意事項についての注意事項

上記のように上記のようにｱﾅﾛｸﾞｱﾅﾛｸﾞ出力出力4-20mA4-20mAののｾﾝｻｾﾝｻをを22台以上、台以上、同一同一

ｺﾓﾝｺﾓﾝの入力回路の入力回路（上位（上位ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｺﾝﾋﾟｭｰﾀ、、ｼｰｹﾝｻｼｰｹﾝｻ等）等）に接続しますに接続します

と、と、お互いの信号が干渉し、お互いの信号が干渉し、正常に動作しません。正常に動作しません。このこの

場合は電圧出力場合は電圧出力ﾀｲﾌﾟﾀｲﾌ（゚標準、（標準、A2A2、、A3A3））をご使用ください。をご使用ください。

※※AA 点の電圧と点の電圧とBB 点の電圧が入力回路の内部で接続さ点の電圧が入力回路の内部で接続さ

れ、れ、同電位になりそれぞれの同電位になりそれぞれのｱﾅﾛｸﾞｱﾅﾛｸﾞ出力に誤差が発生し出力に誤差が発生し

ます。ます。

上位入力回路の電源上位入力回路の電源（（DC24VDC24V））が絶縁されてない場合は、が絶縁されてない場合は、

入力回路と入力回路とｾﾝｻｾﾝｻの電源を分離してください。の電源を分離してください。

2-22-2取付取付・・配管配管・・配線時配線時

◆配管について◆◆配管について◆

注意

●垂直●垂直・・水平、水平、その他どのような姿勢でも設置できまその他どのような姿勢でも設置できま

す。す。

●絞り弁●絞り弁（（ｸﾞﾛｰﾌﾞﾊﾞﾙﾌﾞｸﾞﾛｰﾌﾞﾊﾞﾙﾌﾞ、、ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞなど）など）により、により、流量流量

を調整する場合は、を調整する場合は、絞り弁を絞り弁をｾﾝｻｾﾝｻの二次側の二次側（下流）（下流）へ設へ設

置してください。置してください。絞り弁を絞り弁をｾﾝｻｾﾝｻの一次側に設置しますの一次側に設置します

と、と、偏流偏流（流れの乱れ）（流れの乱れ）が発生し、が発生し、誤差の原因とな誤差の原因とな

ります。ります。

絞り弁 絞り弁

●●ｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾙﾌﾞｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾙﾌﾞを保守を保守・・ﾒﾝﾃﾒﾝﾃのために、のために、ｾﾝｻｾﾝｻの一次側に設の一次側に設

置する場合は、置する場合は、ｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾙﾌﾞｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾙﾌﾞを全開または、を全開または、全閉の状全閉の状

態でお使いください。態でお使いください。

●●ｾﾝｻｾﾝｻの直前の直前（一次側）（一次側）には、には、減圧弁減圧弁(ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ)(ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ)を設を設

置しないでください。置しないでください。

●配管中に●配管中にｴﾙﾎﾞｴﾙﾎﾞややﾌﾞｯｼｭﾌﾞｯｼｭ（口径変化（口径変化1ﾗﾝｸ1ﾗﾝｸまで）まで）を用いを用い

る場合、る場合、PF16000EｼﾘｰｽﾞPF16000Eｼﾘｰｽﾞには上流側には上流側10D10D以上、以上、下流側下流側

5D5D 以上の直管部を設けてください。以上の直管部を設けてください。直管部がない直管部がない

と、と、偏流偏流（流れの乱れ）（流れの乱れ）が発生し誤差の原因になりが発生し誤差の原因になり

ます。ます。

※ここで※ここで｢D｣｢D｣とは配管材の内径を表します。とは配管材の内径を表します。

10D

ｴﾙﾎﾞ使用の場合

5D

10D

ﾌﾞｯｼｭ使用の場合

5D

●●ｾﾝｻｾﾝｻを配管に取りつける時は、を配管に取りつける時は、接続接続ﾎﾟｰﾄﾎﾟｰﾄに過大なに過大な

ねじ込みねじ込みﾄﾙｸﾄﾙｸや荷重や荷重ﾄﾙｸﾄﾙｸが加わらないように下記が加わらないように下記ﾄﾙｸﾄﾙｸ

を参考にしてくだい。を参考にしてくだい。

A.ねじ込み最大ﾄﾙｸ N･m

B.荷重最大ﾄﾙｸ N･m

PFS500D

29

14

PFS1000D

29

14

PFS2000D

29

14

PFS4000D

48

38

PFS8000D

72

48

PFS16000E

80

60

●流体の方向と●流体の方向とﾎﾞﾃﾞｨﾎﾞﾃﾞｨに指示された方向を合せて、に指示された方向を合せて、

配管してください。配管してください。逆方向に接続すると多く表示さ逆方向に接続すると多く表示さ

れます。れます。

流れ方向

AG

4-20mA +

COM1
I1+
V1+

内部
回路

4-20mA -

DC24V

ｾﾝｻ1 DC +

DC -

4-20mA +

4-20mA -

ｾﾝｻ2 DC +

DC -

COM2
I2+
V2+

DC -

内部
回路

250Ω

250Ω

ch1

ch2

上位 入力回路

24+
24-

DC/DC
+15V
AG
-15V

DC/DC

絶縁ﾀｲﾌﾟ

A

B

接続にはご注
意ください

電源

240Ω

240Ω

DC +
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●配管の前には、●配管の前には、配管内の異物配管内の異物・・切粉等を除去するた切粉等を除去するた

め、め、ｴｱｰﾌﾞﾛｰｴｱｰﾌﾞﾛｰを行って清掃してください。を行って清掃してください。異物異物・・切粉等切粉等

が大量に混入すると整流が大量に混入すると整流ﾕﾆｯﾄﾕﾆｯﾄや白金や白金ｾﾝｻｾﾝｻを破損するこを破損するこ

とがあります。とがあります。

●配管の際には、●配管の際には、樹脂部に力が加わらないようにして樹脂部に力が加わらないようにして

ください。ください。

●配管の際には、●配管の際には、ｼｰﾙﾃｰﾌﾟｼｰﾙﾃｰﾌﾟや接着剤が入らないようにしや接着剤が入らないようにし

てください。てください。

ねじ部にフッ素樹脂製のシ－ルテ－プを巻く場合
は、ねじの先端を2～3山の残してシ－ルテ－プを1
～2重に巻きつけ、爪先で押さえてねじに密着させ
てください。液状のシ－ル剤を使用するときも、ね
じの先端から1～2山残して多すぎないように注意し
ながら塗布してください。機器のめねじ側へ塗布し
ないようにしてください。

◆配線について◆◆配線について◆

危険

●電源電圧及び出力は、●電源電圧及び出力は、仕様電圧でご使用ください。仕様電圧でご使用ください。

仕様電圧以上の電圧を印加すると、仕様電圧以上の電圧を印加すると、誤動作、誤動作、センサのセンサの

破損および感電や火災の原因となります。破損および感電や火災の原因となります。

また、また、出力の定格を超える負荷は、出力の定格を超える負荷は、使用しないでくだ使用しないでくだ

さい。さい。出力の破損や火災の原因になります。出力の破損や火災の原因になります。

警告

●配線時に線の色、●配線時に線の色、端子番号の確認を行ってくださ端子番号の確認を行ってくださ

い。い。誤配線はセンサの破壊誤配線はセンサの破壊・・故障および誤動作につな故障および誤動作につな

がりますので、がりますので、取扱説明書にて、取扱説明書にて、配線の色、配線の色、端子番号端子番号

をご確認の上、をご確認の上、配線ください。配線ください。

又、又、電源及びその他の配線には電源及びその他の配線には600Vﾋﾞﾆﾙ600Vﾋﾞﾆﾙ電線と同等電線と同等

以上の性能を持つ電線をご使用ください。以上の性能を持つ電線をご使用ください。必要に応じ必要に応じ

ててﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀを入れてください。を入れてください。

●●FGFG端子は第端子は第33種接続地種接続地（（100100Ω以下Ω以下))を施してくださを施してくださ

い。い。ただし、ただし、強電系とは共通接地しないでください。強電系とは共通接地しないでください。

●配線の絶縁を確認してください。●配線の絶縁を確認してください。

他の回路と接触、他の回路と接触、地絡、地絡、端子間絶縁不良がないように端子間絶縁不良がないように

してください。してください。センサに過電流が流れ込み、センサに過電流が流れ込み、破損する破損する

可能性があります。可能性があります。

●●ﾓﾆﾀﾓﾆﾀは高圧線、は高圧線、高電圧機器及び高電圧機器及びﾓｰﾀｰﾓｰﾀｰ等の動力機器と等の動力機器と

は出来る限り分離してください。は出来る限り分離してください。

●●ﾓﾆﾀﾓﾆﾀの端子台に切粉の端子台に切粉・・電線くず等がないことを確電線くず等がないことを確

認して配線してください。認して配線してください。

注意

●●ｹｰﾌﾞﾙｹｰﾌﾞﾙは強電線などのは強電線などのﾉｲｽﾞﾉｲｽﾞ源から極力離してくだ源から極力離してくだ

さい。さい。

ﾉｲｽﾞﾉｲｽﾞによる誤動作の原因になります。による誤動作の原因になります。

●●ｾﾝｻｾﾝｻ部と部とﾓﾆﾀﾓﾆﾀ部の配線には、部の配線には、付属の付属のｹｰﾌﾞﾙPF-FL-ｹｰﾌﾞﾙPF-FL-

280774(3m)280774(3m)をご使用ください。をご使用ください。ｹｰﾌﾞﾙｹｰﾌﾞﾙを延長する場合を延長する場合

は、は、当社の延長当社の延長ｹｰﾌﾞﾙ PF-FL-280775ｹｰﾌﾞﾙ PF-FL-280775（長さ（長さ3m)3m)をごをご

使用ください。使用ください。尚、尚、製品に付属している製品に付属しているｹｰﾌﾞﾙｹｰﾌﾞﾙと延と延

長長ｹｰﾌﾞﾙ1ｹｰﾌﾞﾙ1本までとし、本までとし、全長全長6m6mまででお使いくださまででお使いくださ

い。い。それ以上延長する場合は当社までお問い合わせそれ以上延長する場合は当社までお問い合わせ

ください。ください。

延長延長ｹｰﾌﾞﾙｹｰﾌﾞﾙは全機種に共通しています。は全機種に共通しています。

●出力の接点は短絡しないでください。●出力の接点は短絡しないでください。

●●ｻｰｼﾞｻｰｼﾞ電圧が発生する負荷は使用しないでくださ電圧が発生する負荷は使用しないでくださ

い。い。ﾘﾚｰﾘﾚ ・ー・電磁弁など電磁弁などｻｰｼﾞｻｰｼﾞを発生する負荷を直接駆動を発生する負荷を直接駆動

する場合は、する場合は、ｻｰｼﾞｻｰｼﾞ吸収用素子内蔵のものを使用して吸収用素子内蔵のものを使用して

ください。ください。また、また、同じ電源同じ電源ﾗｲﾝﾗｲﾝににｻｰｼﾞｻｰｼﾞ発生源がある発生源がある

場合も同様に場合も同様にｻｰｼﾞｻｰｼﾞ対策を行ってください。対策を行ってください。((次次ﾍﾟｰｼﾞﾍﾟｰｼﾞ

「「ﾓﾆﾀﾓﾆﾀ内部の接点保護回路」内部の接点保護回路」参照参照))

●●ﾘｰﾄﾞﾘｰﾄﾞ線に繰返しの曲げや引張力が加わらないよう線に繰返しの曲げや引張力が加わらないよう

にしてください。にしてください。断線の原因になります。断線の原因になります。

2-32-3使用時使用時

警告

●●ｾﾝｻｾﾝｻとつながるとつながるﾊﾞﾙﾌﾞﾊﾞﾙﾌﾞを急激に開けますと定格流量を急激に開けますと定格流量

の数十倍の流量が流れるため、の数十倍の流量が流れるため、白金薄膜白金薄膜ｾﾝｻｾﾝｻや整流や整流ﾕﾕ

ﾆｯﾄﾆｯﾄが破損し、が破損し、２次側に流出する恐れがあります。２次側に流出する恐れがあります。ｾﾝｾﾝ

ｻｻとつながるとつながるﾊﾞﾙﾌﾞﾊﾞﾙﾌﾞを開けるときは、を開けるときは、ﾓﾆﾀﾓﾆﾀ表示が定格流表示が定格流

量を超えないようにゆっくり開けてください。量を超えないようにゆっくり開けてください。

注意

●動作中に異常が発生した場合は、●動作中に異常が発生した場合は、すぐに電源を遮すぐに電源を遮

断し、断し、使用を中止し、使用を中止し、販売店に連絡をしてください。販売店に連絡をしてください。

表示部が多少熱く表示部が多少熱く（約（約4040℃）℃）なることは異常ではあなることは異常ではあ

りません。りません。

●電源投入後●電源投入後1010秒間は、秒間は、ﾊｰﾄﾞﾁｪｯｸﾊｰﾄﾞﾁｪｯｸ等の内部の設定を等の内部の設定を

行いますので、行いますので、この間は、この間は、表示表示・・出力は正常に動作出力は正常に動作

ID5252
テキストボックス
生産終了



しません。しません。特に、特に、ｽｲｯﾁｽｲｯﾁ出力で制御系装置の出力で制御系装置のｲﾝﾀｰﾛｯｸｲﾝﾀｰﾛｯｸ回回

路を組んでいる場合、路を組んでいる場合、異常停止する可能性がありま異常停止する可能性がありま

すので、すので、この間は、この間は、出力を出力をﾏｽｸﾏｽｸしてください。してください。

●出力の設定値を変更する場合は、●出力の設定値を変更する場合は、制御系装置が意制御系装置が意

図しない動作をする可能性がありますので、図しない動作をする可能性がありますので、装置を装置を

停止してから変更してください。停止してから変更してください。

2-42-4保守保守・・メンテナンス時メンテナンス時

注意

●１年間に一度以上は定期点検を行い、●１年間に一度以上は定期点検を行い、正常に動作正常に動作

することを確認してください。することを確認してください。

●故障の原因になりますので、●故障の原因になりますので、分解分解・・改造はしない改造はしない

でください。でください。
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誘導
負荷

ﾓﾆﾀ
(OUT1)

電源

回路例

CR方式

適用

AC DC
特徴・その他

* AC電源で使用する場合,負荷のｲﾝﾋﾟ
ｰﾀﾞﾝｽがCRのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽより十分小さ
いこと。

*

△
○

素子の選び方

C,Rの目安としては、
C:接点電流1Aに対し１～0.5μF
R:接点１Vに対し0.5～1Ω

です。負荷の特性やﾊﾞﾗﾂｷなどにより
必ずしも一致しません。Cは接点開離
時の放電抑制効果を受けもち、Rは次
回投入時の電流制限の役割ということ
を考慮し、実験にてご確認ください。
Cの耐圧は一般に200V～300Vのものを
使用してください。AC回路の場合はAC
用ｺﾝﾃﾞﾝｻ（極性無し）をご使用くださ
い。

誘導
負荷

ﾓﾆﾀ
(OUT1)

電源

C
R

C

R

○ ○

負荷がﾘﾚｰ、ｿﾚﾉｲﾄﾞなどの場合は、復
帰時間が遅れます。電源電圧が24V、
48Vの場合は負荷間に、100V～200Vの
場合は接点間のそれぞれ接続すると
効果的です。

誘導
負荷

ﾓﾆﾀ
(OUT1)

電源

× ○

ｺｲﾙに貯えられたｴﾈﾙｷﾞｰを並列ﾀﾞｲｵｰﾄﾞに
よって、電流の形でｺｲﾙへ流し、誘導負
荷の抵抗分で、ｼﾞｭｰﾙ熱として消費させ
ます。この方式はCR回路よりもさらに復
帰時間が遅れます。

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞの逆電圧が回路電圧の10倍以
上のもので、順方向電流は負荷電流以
上のものをご使用ください。電子回路
で回路電圧がそれほど高くない場合、
電源電圧の2～3倍程度の逆電圧のもの
でも使用可能です。

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ
方式

誘導
負荷

ﾓﾆﾀ
(OUT1)

電源
× ○

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ方式では復帰時間が遅れすぎ
る場合に使用すると効果がありま
す。

ﾂｪﾅｰﾀﾞｲｵｰﾄﾞのﾂｪﾅｰ電圧は、電源電圧
程度のものを使用します。

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ
方式
+

ﾂｪﾅｰ
ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ
方式

誘導
負荷

ﾓﾆﾀ
(OUT1)

電源

○ ○ﾊﾞﾘｽﾀ方式

ﾊﾞﾘｽﾀの定電圧特性を利用して、接点間
にあまり高い電圧が加わらないようにす
る方式です。この方法も復帰時間が多少
遅れます。電源電圧が24～48V時は負荷
間に、100V～200V時は接点間のそれぞれ
に接続すると効果的です。

ｶｯﾄ電圧はVcは下記の条件になるよう
に選びます。交流では√２倍すること
が必要です。
接点電圧 ＞ Vc ＞電源電圧

● 尚、次のようなｱｰｸ･ｷﾗｰの使い方は避けてください。

負荷

ﾓﾆﾀ
(OUT1)

電源 C

遮断時のｱｰｸ消弧には非常に効果
がありますが、接点の開時Cに容
量が貯えられているため、接点の
投入時にCの短絡電流が流れるの
で、接点が溶着しやすい。 負荷

ﾓﾆﾀ
(OUT1)

電源 C

遮断時のｱｰｸ消弧には非常に効果があ
りますが、接点の投入時にCへの充電
電流が流れるので接点が溶着しやす
い。

● 通常、直流誘導負荷は抵抗負荷に比べ開閉が困難とされていますが、適切なｱｰｸｷﾗｰを用いると抵抗負荷と同程度まで
性能が上がります。
● 配線はﾉｲｽﾞの影響を受けないようになるべく短くし、強電線などのﾉｲｽﾞ源から極力離してください。

ﾓﾆﾀ内部の接点保護回路
ﾓﾆﾀ内部にはｽｲｯﾁ接点が内蔵されています。
誘導負荷により接点を保護するため下記のような保護回路を設けてください。
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３．３．製品に関する事項製品に関する事項

3-13-1形番表示方法形番表示方法

項目 第1ﾊｲﾌｫﾝ 　第2ﾊｲﾌｫﾝ
（ｵﾌﾟｼｮﾝ)

種別 PF 圧縮空気用流量ｾﾝｻ

流量範囲 　 500 D -10 流量 25～500L/min(normal) 接続口径 Rc3/8
/接続口径 -15  接続口径 Rc１/2

1000 D -10 流量 50～1000L/min(normal) 接続口径 Rc3/8
-15  接続口径 Rc1/2

2000 D -10 流量 100～2000L/min(normal) 接続口径 Rc3/8
-15 接続口径 Rc1/2

4000 D -15 流量 200～4000L/min(normal) 接続口径 Rc1/2
-25 接続口径 Rc1

8000 D -25 流量 400～8000L/min(normal) 接続口径 Rc1
-40 接続口径 Rc1 1/2

16000 E -50 流量 800～16000L/min(normal) 接続口径 Rc2

出力（ｱﾅﾛｸﾞ出力） -無記号 DC0-5V

-A1 DC4-20mA

-A2 DC1-5V

-A3 DC0-10V

 -A6 積算ﾊﾟﾙｽ出力 （ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ出力）

特記

1)基本形番の末尾の「D」はﾊﾞー ｼ゙ｮﾝを示す。また、「E」は分流方式を示す。

2)ﾓﾆﾀ部、ｾﾝｻ部の単体の場合は、ﾓﾆﾀ部；「PFM****」、ｾﾝｻ部；「PFS****」と記す。

  （ﾓﾆﾀ部とｾﾝｻ部を一式で購入した場合も、ﾓﾆﾀ部・ｾﾝｻ部の製品銘板は「PFM****」、「PFS****」と記す。）

基本形番 仕様

3-23-2構成部品構成部品// 付属品付属品

●●ｾﾝｻｾﾝｻ部部

●●ﾓﾆﾀﾓﾆﾀ部部

●付属●付属ｹｰﾌﾞﾙｹｰﾌﾞﾙ

●取扱説明書●取扱説明書

●●ﾌﾞﾗｹｯﾄ ﾌﾞﾗｹｯﾄ （ただし、（ただし、PF16000EPF16000E を除く）を除く）

取扱説明書
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3-33-3仕様仕様

形番

項目

仕 流量範囲     L/min(normal) 800～16000
様 接続口径 Rc3/8 Rc1/2 Rc3/8 Rc1/2 Rc3/8 Rc1/2 Rc1/2 Rc1 Rc1 Rc11/2 Rc2

適用流体
使 使用空気質
用 最高使用圧力
条 最低使用圧力
件 保証耐圧力

周囲温度と周囲湿度
流体温度

精 直線性 ±2.5%F.S. *2
圧力特性

度 温度特性
応答性 約2.5sec
表示

最小表示流量  *3
0.2

m3/min(normal)

積算流量

出 ｱﾅﾛｸﾞ出力
ｽｲｯﾁ出力

力 ﾊﾟﾙｽ出力(ｵﾌﾟｼｮﾝ)                *4
電源
ケーブル
設定値保持機能

取 取付方向

付 導入直管部
上流 ：10D

下流 ：5D *5

保護構造
質量 5.0kg

*1：圧縮空気に異物、水分、油分が含まれていると流量の検出ができなくなり、「ｾﾝｻｴﾗｰ」になります。
    流量ｾﾝｻの手前にﾌｨﾙﾀ、冷凍式ﾄﾞﾗｲﾔ及びｵｲﾙﾐｽﾄﾌｨﾙﾀを取付けてください。
*2：条件はPF8000Dまでと同様に0.7MPa,20℃となります。
*3：最小流量範囲を下まわると、表示は0となります。なお、流量範囲未満の表示値は精度保証外となります。
*4：ﾊﾟﾙｽ出力の詳細は本文9ﾍﾟｰｼﾞの積算ﾊﾟﾙｽ出力の項目を参照ください。
*5：1Dは配管内径を示し、10D=約530mm 5D=約265mmの長さの直管部を準備ください。

±1.5 % F.S. (0.7MPa,20℃)

25～500

2.25 MPa
0～50℃(85%RH以下)

0～40℃

400～800050～1000 100～2000 200～4000

圧縮空気・N2ｶﾞｽ

1.5 kg 2.0 kg 2.2 kg
IP64相当(センサ部のみ)

±1.5 % F.S. (0.1～1.5MPa,但し0.7MPa基準)
±2.0 % F.S. (0～40℃,但し20℃基準)

約1.25sec

不要

縦・横自在（樹脂ｶﾊ゙ｰ下向きは除く）

5桁 LED表示

  最大9桁
但し、ﾁｪﾝｼﾞｷｰにより切換え表示

標準：DC0～5V　　ｵﾌﾟｼｮﾝ：4～20mA、1～5V、0～10V
ﾘﾚｰ接点 （1ch,a接点）

100
L/min(normal)

10
L/min(normal)

20
L/min(normal)

30
L/min(normal)

50
L/min(normal)

AC100 V±10 % (MAX10W)

付属(3mコネクタ付・芯線0.5mm 2)
EEPROMにより半永久

10L(normal)/puls 100L(normal)/puls

大気圧露点-17℃以下 (*1)
1.5 MPa
0.1 MPa

P
F8

00
0D

-2
5

P
F8

00
0D

-4
0

P
F1

60
00

E
-5

0

P
F2

00
0D

-1
0

P
F2

00
0D

-1
5

P
F4

00
0D

-1
5

P
F4

00
0D

-2
5

P
F5

00
D

-1
0

P
F5

00
D

-1
5

P
F1

00
0D

-1
0

P
F1

00
0D

-1
5

-無記号：0～5V

流量 (L/min(normal))

ｱﾅ
ﾛｸ

ﾞ出
力

(V
)

min

5

F.S.

-A1：4～20 mA

流量 (L/min(normal))

ｱﾅ
ﾛｸ

ﾞ出
力

(m
A)

min

20

F.S.

4

-A2：1～5 V

流量 (L/min(normal))

ｱﾅ
ﾛｸ

ﾞ出
力

(V
)

min

5

F.S.

1

-A3：0～10 V

流量 (L/min(normal))

ｱﾅ
ﾛｸ

ﾞ出
力

(V
)

min

10

F.S.
0

-無記号：0～5V
◆ｱﾅﾛｸﾞ出力

注記１）注記１）下表下表MINMIN以下、以下、F.S.F.S.以上の流量では、以上の流量では、流量表示流量表示・・ｱﾅﾛｸﾞｱﾅﾛｸﾞ出力ともに正常に出力されません。出力ともに正常に出力されません。

形番

流量
MIN

F.S.

PF500D

25

500

[L/min(normal)]
PF1000D

50

1000

PF2000D

100

2000

PF4000D

200

4000

PF8000D

400

8000

PF16000E

800

16000
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注記２）注記２）ｱﾅﾛｸﾞｱﾅﾛｸﾞ出力を接続する機器は下記の負荷条件を満たしてください。出力を接続する機器は下記の負荷条件を満たしてください。

項目

許容負荷

無記号
[0～5V]

1MΩ
以上

-A1

500Ω
以下

-A2

1MΩ
以上

-A3

1MΩ
以上

注記注記33））ｽｲｯﾁｽｲｯﾁ接点出力を接続する機器は下記の負荷条件を満たしてください。接点出力を接続する機器は下記の負荷条件を満たしてください。

項目

定格負荷

抵抗負荷(COSφ=1)

AC110V  0.5A
DC24V  1A

誘導負荷
(COSφ=0.4,L/R=7ms)

AC110V  0.2A
DC24V  0.3A

定格通電電流

接点電圧最大値

接点電流最大値

開閉容量の最大値

2A

AC 125V,DC60V

1A

60VA,30W 30VA,15W

接点部仕様

また、また、ｽｲｯﾁｽｲｯﾁ接点の保護は使用上の注意事項を参照ください。接点の保護は使用上の注意事項を参照ください。

3-43-4積算積算ﾊﾟﾙｽﾊﾟﾙｽ出力出力[ｵﾌﾟｼｮﾝ[ｵﾌﾟｼｮﾝ：：-A6]-A6]

・・積算積算ﾊﾟﾙｽﾊﾟﾙｽ出力は、出力は、下記積算値毎に下記積算値毎にﾊﾟﾙｽﾊﾟﾙｽが出力されます。が出力されます。

形番
1ﾊﾟﾙｽあたりの

積算流量

PF500D

10

[L(normal)]
PF1000D PF2000D PF4000D PF8000D

100

PF16000E

＜＜exex ＞　＞　PF8000DPF8000Dをご使用時のをご使用時のﾊﾟﾙｽﾊﾟﾙｽ波形は次のようになります。波形は次のようになります。

            なお、なお、積算表示は約積算表示は約1sec1sec間隔で更新されます。間隔で更新されます。

・・電気的仕様電気的仕様

◆出力回路

内
部
回
路

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ
出力

OUT22

OUT21

GND共通

OUT21,22間の定格
 最大定格電圧 DC35V
 最大定格電流 50mA

時間

ON

OFF

40ｍsec

時間

ON

OFF

40ｍsec 40ｍsec

40
ｍsec

積算表示が200L(normal)
増えた場合

積算表示が100L(normal)
増えた場合
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3-53-5外形寸法外形寸法

●センサ部●センサ部

PF16000E-50PF16000E-50

 

形番末尾 接続口径
-10 Rc3/8

-15 Rc1/2
-25 Rc1
-40 Rc11/2

形番 A B C D E F G H I J K L M N

PF500D･1000D･2000D-** 135 52 82 22.5 59.5 24 72 64 33 36 26 49.5 55.5 M4 ﾈｼﾞ深さ4.5

PF4000D-** 176 57 91 27 64 38 72 64 33 36 26 70 76 M4 ﾈｼﾞ深さ4.5

PF8000D-** 188 66 99 31 68 44 84 74 42 40 28 74 82 M5 ﾈｼﾞ深さ3.6
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●モニタ部●モニタ部
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3-63-6内部構造図内部構造図

●●PF500DPF500D～～PF8000DPF8000D

 

品番 部品名称 材質 品番 部品名称 材質
1 白金薄膜ｾﾝｻ1 ｾﾗﾐｯｸ/白金 8 Oﾘﾝｸﾞ NBR
2 白金薄膜ｾﾝｻ2 ｾﾗﾐｯｸ/白金 9 ﾒｯｼｭ SUS304
3 ﾎﾞﾃﾞｨ A6063 10 ｶﾗｰ A6063
4 ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ A6063 11 ｶﾞｽｹｯﾄ NBR
5 ｾﾝｻﾍﾞｰｽ PBT 12 ｾﾝｻ基板 －
6 Oﾘﾝｸﾞ NBR 13 ｾﾝｻｶﾊﾞｰ ABS
7 Oﾘﾝｸﾞ NBR

●●PF16000EPF16000E

 

品番 部品名称 材質 品番 部品名称 材質
1 分流ｾﾝｻ部 上図参照 6 ｻﾌﾞｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ SUS304
2 ﾎﾞﾃﾞｨ1 A6063 7 Oﾘﾝｸﾞ NBR
3 ﾎﾞﾃﾞｨ2 A6063 8 ｵﾘﾌｨｽ C3604
4 ｽﾍﾟー ｻ A6063 9 ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ C3604
5 Oﾘﾝｸﾞ NBR 10 Oﾘﾝｸﾞ NBR
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４．４．取付に関する事項取付に関する事項

4-14-1配線方法配線方法

・・配線を行う際には、配線を行う際には、使用上の注意事項を必ず参照ください。使用上の注意事項を必ず参照ください。

1)1)端子台配置端子台配置

FG

GND IN1 IN2 A0+ AOｰ RES+24

OUT1OUT2

リレー内蔵

未接続

ｽｲｯﾁ出力

記録計
+
-

ｱﾅﾛｸﾞ出力

付属ｹｰﾌﾞﾙ

茶 青 白 黒

AC100V

電源

 ｹｰﾌﾞﾙ ｹｰﾌﾞﾙは当社の専用は当社の専用ｺﾈｸﾀｹｰﾌﾞﾙ(PF-FL-280774)ｺﾈｸﾀｹｰﾌﾞﾙ(PF-FL-280774)をご使用ください。をご使用ください。
仕様仕様 ：：DCDC 用用

：：44芯芯 0.5mm 0.5mm22

相当品相当品：：X2S2F-D421-G80-A､ｵﾑﾛﾝ (X2S2F-D421-G80-A､ｵﾑﾛﾝ (但し、但し、ｹｰﾌﾞﾙ5m)ｹｰﾌﾞﾙ5m)

又、又、ｹｰﾌﾞﾙｹｰﾌﾞﾙを延長する場合は、を延長する場合は、当社の延長当社の延長ｹｰﾌﾞﾙ(PF-FL-280775)ｹｰﾌﾞﾙ(PF-FL-280775)をご使用ください。をご使用ください。

尚、尚、延長する場合は、延長する場合は、専用専用ｹｰﾌﾞﾙｹｰﾌﾞﾙと延長と延長ｹｰﾌﾞﾙｹｰﾌﾞﾙを接続した合計を接続した合計6m6m までとしてください。までとしてください。

これ以上延長すると表示誤差が発生します。これ以上延長すると表示誤差が発生します。

●●RESRES端子を端子をGNDGND 端子に接続する事により積算流量を端子に接続する事により積算流量をｸﾘｱｸﾘｱできます。できます。

FG OUT1OUT22

リレー内蔵

ｽｲｯﾁ出力

AC100V

電源

OUT21

積算ﾊﾟﾙｽ
出力

内 部 回 路

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ
出力

GND共通

◆ｵﾌﾟｼｮﾝ：-A6 ﾊﾟﾙｽ出力
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55．．操作に関する事項操作に関する事項

5-1 5-1 各部の名称と機能各部の名称と機能

FLUEREX

CKD PF SERIES

TOTAL

OUT1 ERROR

Nl/min

● 単位ﾗﾝﾌﾟ

● 5桁ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示
・瞬時流量、積算流量を表示します。
 <ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞ時>
 ・設定値などを表示します。

・「５桁ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示」の単位を示しま
す。

・PF16000Eは「Nm3/min」になり、小数
点が123.45の位置に点灯します。

● ﾁｪﾝｼﾞｷｰ
<測定ﾓｰﾄﾞ>

・瞬時流量/積算流量の切換えを行います。
 <ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞ時>
・設定値を確定します。

● ｼﾌﾄｷｰ
<ﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞ時>

・ﾘｰﾄﾞｷｰと同時に3秒間押し続けることに
より、ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞへの切換えを行います。

 <ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞ時>
・点滅桁を右にｼﾌﾄします。

 <ﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞ>
・ｼﾌﾄｷｰと同時に3秒間押し続けることに

より、ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞへの切換えを行います。
 <ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞ時>
・点滅部の数字をｱｯﾌﾟします。

● ｱｯﾌﾟｷｰ

● 出力ﾗﾝﾌﾟ
ｽｲｯﾁ出力の状態を示します。

AIR FLOW MONITOR

R E A D C H A N G E

0 20 40 60 80 100

NlN m3N k m3

● ﾘｰﾄﾞｷｰ
<測定ﾓｰﾄﾞ>

・設定値を読み出します。
 <ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞ/ﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞ時>
・項目を切替えます。

● ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ
ﾋﾟｰｸ値、負荷率を表示します。

● ｾﾝｻｴﾗｰﾗﾝﾌﾟ
ｾﾝｻ部の異常を示します。
点灯時はｾﾝｻ部への電源を遮断し
ます。

図1-1

※※ PF16000EPF16000E はは瞬時流量の単位瞬時流量の単位がが PF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/PF8000DPF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/PF8000D とと異なります異なりますのでごのでご

注意ください。注意ください。又、又、それにともない、それにともない、少数点が少数点が 123123 .. 4 54 5 の位置に点灯します。の位置に点灯します。以下の文中の表現は、以下の文中の表現は、

PF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/PF8000DPF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/PF8000Dを基準に表記しますが、を基準に表記しますが、PF16000EPF16000E をご使用のお客様をご使用のお客様

は、は、単位と小数点の位置を考慮して、単位と小数点の位置を考慮して、お使いください。お使いください。

5-2 5-2 スイッチパラメータスイッチパラメータ

・・用途にあわせて次の用途にあわせて次の33種類の設定が可能です。種類の設定が可能です。

パラメータ ０(ｾﾞﾛ)
・断線時異常を検知する場合に使用します

瞬時流量 (Nl/min)

H(High)L(Low)

ｵﾌ

ｵﾝ
出力
(ｱﾗｰﾑ)

瞬時流量 (Nl/min)

H(High)L(Low)

ｵﾌ

ｵﾝ
出力
(ｱﾗｰﾑ)

パラメータ １ パラメータ ２
・積算流量が設定値に達した時に出力します

積算流量 (Nl)

設定値

ｵﾌ

ｵﾝ
出力
(ｱﾗｰﾑ)

図図1-21-2

注記）注記）

1)1)出力出力(ｽｲｯﾁ)(ｽｲｯﾁ)ののｵﾝｵﾝは接点が導通状態を示します。は接点が導通状態を示します。

2)2)安全のため、安全のため、出力の設定は上位の装置が停止している状態で設定してください。出力の設定は上位の装置が停止している状態で設定してください。

2)ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 0,12)ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 0,1の設定は次の条件を満たしてください。の設定は次の条件を満たしてください。条件を満たさない場合の動作の保証はできません。条件を満たさない場合の動作の保証はできません。

・・００  ＜＜  ＬＬ  ＜＜  ＨＨ

・・００  ＜＜  （Ｌ－ｈ）（Ｌ－ｈ）≦≦  ＬＬ  ＜＜  （Ｈ－ｈ）（Ｈ－ｈ）

ただし、ただし、Ｌ＝Ｈ＝ｈ＝０Ｌ＝Ｈ＝ｈ＝０（工場出荷時）（工場出荷時）の時は、の時は、出力は常に出力は常にｵﾌｵﾌになります。になります。
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5-3 5-3 スイッチヒステリシススイッチヒステリシス

・・流量が脈動して、流量が脈動して、スイッチがチャタリングするときに、スイッチがチャタリングするときに、設定してください。設定してください。

瞬時流量 (Nl/min)

H(High)L(Low)

ｵﾌ

ｵﾝ
出力

(ｱﾗｰﾑ)

h(ﾋｽﾃﾘｼｽ) h(ﾋｽﾃﾘｼｽ)

図図1-31-3

5-4 5-4 瞬時／積算流量の切換え方法瞬時／積算流量の切換え方法

・・55桁のデジタル表示は瞬時流量と積算流量の桁のデジタル表示は瞬時流量と積算流量の[N[N ｋｍｋｍ33][N][Nｍｍ33][N][Nll]]がが CHANGEｷｰ  CHANGEｷｰ により順次、により順次、表示できます。表示できます。通常瞬通常瞬

時流量を表示している状態から一時的時流量を表示している状態から一時的（（1010秒間）秒間）に積算流量を表示することも可能です。に積算流量を表示することも可能です。用途に合わせてご利用くださ用途に合わせてご利用くださ

い。い。

単位ﾗﾝﾌﾟ

TOTAL Nl/min

NlNm3Nkm3

瞬時流量 Nl/min

TOTAL Nl/min

NlNm3Nkm3

積算流量 Nkm3

CHANGE

TOTAL Nl/min

NlNm3Nkm3

積算流量 Nm3

TOTAL Nl/min

NlNm3Nkm3

積算流量 Nl

CHANGE

CHANGE

CHANGE

点
灯

点
滅

1)CHANGEｷｰを押すと左図のように表示が切換わります。
2)一時表示の場合は、単位ﾗﾝﾌﾟが点滅しています。
3)十秒後に元の表示に戻ります。

※一時的な流量の切換え

1)CHANGEｷｰを押し、希望の単位の表示になったところで、
CHANGEｷｰを5秒間押し続けます。

2)単位ﾗﾝﾌﾟの点滅が点灯に変化した時、切換えは完了で
す。

3)工場出荷時は、通常瞬時流量を表示しています。

※通常表示している流量の切換え

図図1-41-4
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5-5 5-5 スイッチ設定値の呼び出し方法スイッチ設定値の呼び出し方法  （瞬時流量）（瞬時流量）

・・電源投入時は図電源投入時は図1-51-5のように、のように、流量の測定状態流量の測定状態（測定モード）（測定モード）になりまになりま

す。す。下記説明は測定モードから次の設定値を例にしたものです。下記説明は測定モードから次の設定値を例にしたものです。

P(ﾊﾟﾗﾒｰﾀ)P(ﾊﾟﾗﾒｰﾀ) .............. 00

L(Low)L(Low) .................... 100100

H(High)H(High) .................. 200200

h(ﾋｽﾃﾘｼｽ)h(ﾋｽﾃﾘｼｽ) .............. 1010

（電源投入直後はハードチェックのため、（電源投入直後はハードチェックのため、ＬＥＤがＬＥＤが33秒間全点灯し、秒間全点灯し、さらさら

に流量に流量ﾚﾝｼﾞﾚﾝｼﾞを示す表示がを示す表示が22秒間点灯します）秒間点灯します）
※※PF16000EPF16000Eはは瞬時流量の単位瞬時流量の単位ががPF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/PF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/

PF8000DPF8000Dとと異なります異なりますのでご注意ください。のでご注意ください。又、又、それにともない、それにともない、少数点が少数点が

123123..4545の位置に点灯します。の位置に点灯します。以下の文中の表現は、以下の文中の表現は、PF500D/PF1000D/PF500D/PF1000D/

PF2000D/PF4000D/PF8000DPF2000D/PF4000D/PF8000Dを基準に表記しますが、を基準に表記しますが、PF16000EPF16000Eをご使用のお客をご使用のお客

様は、様は、単位と小数点の位置を考慮して、単位と小数点の位置を考慮して、お使いください。お使いください。

①測定モードからリードモード①測定モードからリードモード（呼び出し）（呼び出し）へ移行へ移行

パラメータの呼び出しパラメータの呼び出し

・・ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰ READ を押してください。を押してください。

OUT1OUT1ののLEDLEDが点滅し、、が点滅し、、7ｾｸﾞLED7ｾｸﾞLEDの左からの左から11番目が番目が「「PP」」となります。となります。

左から左から55番目に番目にﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀが表示されます。が表示されます。

②②LowLow設定値の呼び出し設定値の呼び出し

・・ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰ READ を押してください。を押してください。

55桁桁ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示に表示にLowLow設定値が表示されます。設定値が表示されます。

[[注記注記]]
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ2ﾊﾟﾗﾒｰﾀ2（積算流量設定）（積算流量設定）の場合はの場合は[L][H][h][L][H][h]の表示が無くなり、の表示が無くなり、

[Nkm[Nkm33][Nm][Nm33][][ll]]の各単位の積算流量設定値が表示されます。の各単位の積算流量設定値が表示されます。

③③HighHigh設定値の呼び出し設定値の呼び出し

・・ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰ READ を押してください。を押してください。

55桁桁ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示に表示にHighHigh設定値が表示されます。設定値が表示されます。

④④ﾋｽﾃﾘｼｽﾋｽﾃﾘｼｽ設定値の呼び出し設定値の呼び出し

・・ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰ READ を押してください。を押してください。

55桁桁ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示に表示にﾋｽﾃﾘｼｽﾋｽﾃﾘｼｽ設定値が表示されます。設定値が表示されます。

図1-5
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⑤⑤ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%設定値の呼び出し設定値の呼び出し

・・ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰ READ を押してください。を押してください。

55桁桁ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示に表示にﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%設定値が表示されます。設定値が表示されます。

⑥⑥ﾋﾟｰｸﾋﾟｰｸ値の呼び出し値の呼び出し

・・ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰ READ を押してください。を押してください。

55桁桁ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示に表示にﾋﾟｰｸﾋﾟｰｸ値が表示されます。値が表示されます。

（最新（最新2424時間の時間のﾋﾟｰｸﾋﾟｰｸ流量が表示されます。）流量が表示されます。）

⑦積算値の呼び出し⑦積算値の呼び出し((積算値積算値ｸﾘｱｸﾘｱのための表示のための表示))

・・ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰ READ を押してください。を押してください。

55桁桁ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示に積算値が表示されます。表示に積算値が表示されます。この表示は積算値をこの表示は積算値をｸﾘｱｸﾘｱすす

るための表示ですので、るための表示ですので、積算値の設定はできません。積算値の設定はできません。

⑧⑧  ①に戻る①に戻る（（ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定値の呼び出し）設定値の呼び出し）

※測定※測定ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞへ戻る場合は、へ戻る場合は、CHANGEｷｰｷｰを押してください。を押してください。

呼び出し呼び出しの途中でも測定の途中でも測定ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞへ戻ることができます。へ戻ることができます。
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5-6 5-6 スイッチの設定方法スイッチの設定方法  （瞬時流量）（瞬時流量）

・・電源投入時は図電源投入時は図1-61-6のように、のように、流量の測定状態流量の測定状態（測定モード）（測定モード）になりまになりま

す。す。下記説明は測定モードから次の設定値を例にしたものです。下記説明は測定モードから次の設定値を例にしたものです。

P(ﾊﾟﾗﾒｰﾀ)P(ﾊﾟﾗﾒｰﾀ) .............. 00 →→ 11

L(Low)L(Low) .................... 100100 →→ 200200

H(High)H(High) .................. 200200 →→ 500500

h(ﾋｽﾃﾘｼｽ)h(ﾋｽﾃﾘｼｽ) .............. 1010 →→ 2020

（電源投入直後はハードチェックのため、（電源投入直後はハードチェックのため、ＬＥＤがＬＥＤが33秒間全点灯し、秒間全点灯し、さらさら

に流量に流量ﾚﾝｼﾞﾚﾝｼﾞを示す表示がを示す表示が22秒間点灯します）秒間点灯します）
※※PF16000EPF16000Eはは瞬時流量の単位瞬時流量の単位ががPF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/PF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/

PF8000DPF8000Dとと異なります異なりますのでご注意ください。のでご注意ください。又、又、それにともない、それにともない、少数点が少数点が

123123..4545の位置に点灯します。の位置に点灯します。以下の文中の表現は、以下の文中の表現は、PF500D/PF1000D/PF500D/PF1000D/

PF2000D/PF4000D/PF8000DPF2000D/PF4000D/PF8000Dを基準に表記しますが、を基準に表記しますが、PF16000EPF16000Eをご使用のお客をご使用のお客

様は、様は、単位と小数点の位置を考慮して、単位と小数点の位置を考慮して、お使いください。お使いください。

①測定モードから①測定モードからﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞﾘｰﾄﾞﾓｰﾄ（゙呼び出し）（呼び出し）へ移行へ移行

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀの呼び出しの呼び出し

・・ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰ READ を押してください。を押してください。

OUT1OUT1ののLEDLEDが点滅し、、が点滅し、、7ｾｸﾞLED7ｾｸﾞLEDの左からの左から11番目が番目が「「PP」」となります。となります。

（直接（直接ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞﾗｲﾄﾓｰﾄ（゙書き込み）（書き込み）へは移行できませんので、へは移行できませんので、一旦一旦ﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞをを

経由して、経由して、ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞﾗｲﾄﾓｰﾄﾞへ移行します）へ移行します）

②②ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞﾗｲﾄﾓｰﾄﾞへの移行への移行

・・ｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰ ・・ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰ を同時にを同時に33秒間押し続けてください。秒間押し続けてください。

7ｾｸﾞLED7ｾｸﾞLEDの左からの左から55番目が点滅し、番目が点滅し、ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞﾗｲﾄﾓｰﾄﾞへ移行したことがわかりまへ移行したことがわかりま

す。す。（（[0][0]ははﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀの現在の設定値を示します。）の現在の設定値を示します。）

③③ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定の設定

・・ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰ を一度押し設定値を変更します。を一度押し設定値を変更します。

④④ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀの確定との確定とLowLow設定への移行設定への移行

・・設定値を変更したら、設定値を変更したら、ﾁｪﾝｼﾞｷｰﾁｪﾝｼﾞｷｰ CHANGEを押し、を押し、設定値を確定します。設定値を確定します。

図1-6
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⑤⑤LowLow設定設定

・・ｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰ ・・ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰ により、により、LowLow設定値を変更します。設定値を変更します。

（（100100からから200200 への変更はへの変更はｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰをを11 回、回、ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰをを11 回押します。）回押します。）

⑥⑥LowLow設定の確定と設定の確定とHighHigh設定の移行設定の移行

・・設定値を変更したら、設定値を変更したら、ﾁｪﾝｼﾞｷｰﾁｪﾝｼﾞｷｰ CHANGEを押し、を押し、設定値を確定します。設定値を確定します。

⑦⑦HighHigh設定設定

・・ｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰ ・・ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰ により、により、HighHigh設定値を変更します。設定値を変更します。

（（200200からから500500への変更はへの変更はｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰをを11回、回、ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰをを33回押します。）回押します。）

⑧⑧HighHigh設定の確定と設定の確定とﾋｽﾃﾘｼｽﾋｽﾃﾘｼｽ設定の移行設定の移行

・・設定値を変更したら、設定値を変更したら、ﾁｪﾝｼﾞｷｰﾁｪﾝｼﾞｷｰ CHANGEを押し、を押し、設定値を確定します。設定値を確定します。

⑨⑨ﾋｽﾃﾘｼｽﾋｽﾃﾘｼｽ設定設定

・・ｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰ ・・ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰ により、により、ﾋｽﾃﾘｼｽﾋｽﾃﾘｼｽ設定値を変更します。設定値を変更します。

（（1010からから2020への変更はへの変更はｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰをを22回、回、ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰをを11回押します。）回押します。）

⑩⑩ﾋｽﾃﾘｼｽﾋｽﾃﾘｼｽ設定の確定と設定の確定とﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%設定の移行設定の移行

・・設定値を変更したら、設定値を変更したら、ﾁｪﾝｼﾞｷｰﾁｪﾝｼﾞｷｰ CHANGEを押し、を押し、設定値を確定します。設定値を確定します。
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⑪⑪ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%設定設定

・・ｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰ ・・ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰ により、により、ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100％設定値を変更しま％設定値を変更しま

す。す。（設定した値を（設定した値を100100％として％としてﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾊﾞｰｸﾞﾗﾌに表示されます。に表示されます。積算表示を積算表示を

していてもしていてもﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾊﾞｰｸﾞﾗﾌによりだいたいの瞬時流量がわかります。によりだいたいの瞬時流量がわかります。また、また、

お客様の定格をお客様の定格を100%100%に設定すれば負荷率計としてもご使用いただけに設定すれば負荷率計としてもご使用いただけ

ます。）ます。）

⑫⑫ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%の確定と①の確定と①（（ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定）設定）への移行への移行

・・設定値を変更したら、設定値を変更したら、ﾁｪﾝｼﾞｷｰﾁｪﾝｼﾞｷｰ CHANGEを押し、を押し、設定値を確定します。設定値を確定します。

①の①のﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定へ戻ります。設定へ戻ります。

※測定※測定ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞへ戻る場合は、へ戻る場合は、ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰ READ を押してくださを押してくださ

い。い。
・・設定の途中でも測定設定の途中でも測定ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞへ戻ることができますが、へ戻ることができますが、確定の確定のﾁｪﾝｼﾞｷｰﾁｪﾝｼﾞｷｰをを

押されていない設定値は変更されません。押されていない設定値は変更されません。

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

⑪

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

⑫
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5-7 5-7 スイッチの設定方法スイッチの設定方法  （積算流量）（積算流量）

・・電源投入時は図電源投入時は図1-71-7のように、のように、流量の測定状態流量の測定状態（測定モード）（測定モード）になりまになりま

す。す。下記説明は測定モードから次の設定値を例にしたものです。下記説明は測定モードから次の設定値を例にしたものです。

P(ﾊﾟﾗﾒｰﾀ)P(ﾊﾟﾗﾒｰﾀ) .............. 00 →→ 22

積算設定値積算設定値 ............ 00 →→ 200200、、000000

（電源投入直後はハードチェックのため、（電源投入直後はハードチェックのため、ＬＥＤがＬＥＤが33秒間全点灯し、秒間全点灯し、さらさら

に流量に流量ﾚﾝｼﾞﾚﾝｼﾞを示す表示がを示す表示が22秒間点灯します）秒間点灯します）
※※PF16000EPF16000Eはは瞬時流量の単位瞬時流量の単位ががPF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/PF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/

PF8000DPF8000Dとと異なります異なりますのでご注意ください。のでご注意ください。又、又、それにともない、それにともない、少数点が少数点が

123123..4545の位置に点灯します。の位置に点灯します。以下の文中の表現は、以下の文中の表現は、PF500D/PF1000D/PF500D/PF1000D/

PF2000D/PF4000D/PF8000DPF2000D/PF4000D/PF8000Dを基準に表記しますが、を基準に表記しますが、PF16000EPF16000Eをご使用のお客をご使用のお客

様は、様は、単位と小数点の位置を考慮して、単位と小数点の位置を考慮して、お使いください。お使いください。

①測定モードから①測定モードからﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞﾘｰﾄﾞﾓｰﾄ（゙呼び出し）（呼び出し）へ移行へ移行

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀの呼び出しの呼び出し

・・ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰ READ を押してください。を押してください。

OUT1OUT1ののLEDLEDが点滅し、、が点滅し、、7ｾｸﾞLED7ｾｸﾞLEDの左からの左から11番目が番目が「「PP」」となります。となります。

（直接（直接ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞﾗｲﾄﾓｰﾄ（゙書き込み）（書き込み）へは移行できませんので、へは移行できませんので、一旦一旦ﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞをを

経由して、経由して、ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞﾗｲﾄﾓｰﾄﾞへ移行します）へ移行します）

②②ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞﾗｲﾄﾓｰﾄﾞへの移行への移行

・・ｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰ ・・ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰ を同時にを同時に33秒間押し続けてください。秒間押し続けてください。

7ｾｸﾞLED7ｾｸﾞLEDの左からの左から55番目が点滅し、番目が点滅し、ﾗｲﾄﾓｰﾄﾞﾗｲﾄﾓｰﾄﾞへ移行したことがわかりまへ移行したことがわかりま

す。す。（（[0][0]ははﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀの現在の設定値を示します。）の現在の設定値を示します。）

③③ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定の設定

・・ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰ を押し設定値を変更します。を押し設定値を変更します。

積算流量設定の場合には積算流量設定の場合には [P=2]  [P=2] に設定してください。に設定してください。

④④ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀの確定と積算流量設定への移行の確定と積算流量設定への移行

・・設定値を変更したら、設定値を変更したら、ﾁｪﾝｼﾞｷｰﾁｪﾝｼﾞｷｰ CHANGEを押し、を押し、設定値を確定します。設定値を確定します。

7ｾｸﾞLED7ｾｸﾞLEDの左からの左から22番目が点滅し、番目が点滅し、[L][L]の表示はありません。の表示はありません。単位表示単位表示

ﾗﾝﾌﾟﾗﾝﾌﾟはは[Nkm[Nkm33]]が点灯します。が点灯します。この時数字が表示される場合は、この時数字が表示される場合は、前回前回

設定した値です。設定した値です。（工場出荷時は、（工場出荷時は、ｾﾞﾛｾﾞﾛです。）です。）

図1-7

FLUEREX

CKD PF SERIES

TOTAL

OUT1ERROR

Nl /min

AIR FLOW MONITOR

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

TOTAL

OUT1 ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

①

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

②
同時に3秒

TOTAL

OUT1ERROR

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

③

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

④
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⑤積算流量設定⑤積算流量設定

・・ｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰ ・・ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰ により、により、積算流量設定値を変更します。積算流量設定値を変更します。

積算流量設定値は積算流量設定値は99 桁を桁を [Nkm [Nkm33] [Nm] [Nm33] [N] [Nll]]の単位に切換えて表示しの単位に切換えて表示し

ます。ます。ｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰ により、により、桁桁（単位）（単位）を移動してください。を移動してください。

！注意！設定は9桁以下の数字に設定してください

TOTAL Nl/min

NlNm3Nkm3

TOTAL Nl/min

NlNm3Nkm3

TOTAL Nl/min

NlNm3Nkm3

⑥積算流量設定の確定と⑥積算流量設定の確定とﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%設定の移行設定の移行

・・設定値を変更したら、設定値を変更したら、ﾁｪﾝｼﾞｷｰﾁｪﾝｼﾞｷｰ CHANGEを押し、を押し、設定値を確定します。設定値を確定します。

⑦⑦ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%設定設定

・・ｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰ ・・ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰ により、により、ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100％設定値を変更しま％設定値を変更しま

す。す。（設定した値を（設定した値を100100％として％としてﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾊﾞｰｸﾞﾗﾌに表示されます。に表示されます。積算表示を積算表示を

していてもしていてもﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾊﾞｰｸﾞﾗﾌによりだいたいの瞬時流量がわかります。によりだいたいの瞬時流量がわかります。また、また、

お客様の定格をお客様の定格を100%100%に設定すれば負荷率計としてもご使用いただけに設定すれば負荷率計としてもご使用いただけ

ます。）ます。）

⑧⑧ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ100%の確定と①の確定と①（（ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定）設定）への移行への移行

・・設定値を変更したら、設定値を変更したら、ﾁｪﾝｼﾞｷｰﾁｪﾝｼﾞｷｰ CHANGEを押し、を押し、設定値を確定します。設定値を確定します。

①の①のﾊﾟﾗﾒｰﾀﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定へ戻ります。設定へ戻ります。※測定※測定ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞへ戻る場合は、へ戻る場合は、ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰを押を押

してください。してください。

設定の途中でも測定設定の途中でも測定ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞへ戻ることができますが、へ戻ることができますが、確定の確定のﾁｪﾝｼﾞｷｰﾁｪﾝｼﾞｷｰを押を押

されていない設定値は変更されません。されていない設定値は変更されません。

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

NlNm3Nkm3

⑤

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

⑥

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

⑦

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

⑧
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5-8 ﾋﾟｰｸ5-8 ﾋﾟｰｸ流量の流量のｸﾘｱｸﾘｱ方法方法

・・ﾋﾟｰｸﾋﾟｰｸ流量は電源投入後から流量は電源投入後から2424時間毎の時間毎のﾋﾟｰｸﾋﾟｰｸ値を保持します。値を保持します。任意の時任意の時

間から間から2424時間の時間のﾋﾟｰｸﾋﾟｰｸ値を保持したい場合は、値を保持したい場合は、下記の方法で下記の方法でﾋﾟｰｸﾋﾟｰｸ値を一度値を一度

ｸﾘｱｸﾘｱしてからご使用ください。してからご使用ください。
※※PF16000EPF16000Eはは瞬時流量の単位瞬時流量の単位ががPF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/PF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/

PF8000DPF8000Dとと異なります異なりますのでご注意ください。のでご注意ください。又、又、それにともない、それにともない、少数点が少数点が

123123..4545の位置に点灯します。の位置に点灯します。以下の文中の表現は、以下の文中の表現は、PF500D/PF1000D/PF500D/PF1000D/

PF2000D/PF4000D/PF8000DPF2000D/PF4000D/PF8000Dを基準に表記しますが、を基準に表記しますが、PF16000EPF16000Eをご使用のお客をご使用のお客

様は、様は、単位と小数点の位置を考慮して、単位と小数点の位置を考慮して、お使いください。お使いください。

①①ﾋﾟｰｸﾋﾟｰｸ値の呼び出し値の呼び出し

・・前項の前項の「スイッチ設定値の呼び出し方法」「スイッチ設定値の呼び出し方法」を参照し、を参照し、ﾋﾟｰｸﾋﾟｰｸ値を呼び値を呼び

出してください。出してください。

②②ﾋﾟｰｸﾋﾟｰｸ値の値のｸﾘｱｸﾘｱ

・・ｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰ ・・ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰ を同時にを同時に1010秒間押し続けてください。秒間押し続けてください。

7ｾｸﾞLED7ｾｸﾞLEDが点滅し、が点滅し、1010秒後に秒後に00になります。になります。

③測定③測定ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞへへ

・・ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰ READ を押すと、を押すと、測定測定ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞへ戻ります。へ戻ります。

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

①

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

②
同時に10秒

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

③
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5-9 5-9 積算流量の積算流量のｸﾘｱｸﾘｱ方法方法

・・積算流量は、積算流量は、下記の方法で下記の方法でｸﾘｱｸﾘｱしてください。してください。
※※PF16000EPF16000Eはは瞬時流量の単位瞬時流量の単位ががPF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/PF500D/PF1000D/PF2000D/PF4000D/

PF8000DPF8000Dとと異なります異なりますのでご注意ください。のでご注意ください。又、又、それにともない、それにともない、少数点が少数点が

123123..4545の位置に点灯します。の位置に点灯します。以下の文中の表現は、以下の文中の表現は、PF500D/PF1000D/PF500D/PF1000D/

PF2000D/PF4000D/PF8000DPF2000D/PF4000D/PF8000Dを基準に表記しますが、を基準に表記しますが、PF16000EPF16000Eをご使用のお客をご使用のお客

様は、様は、単位と小数点の位置を考慮して、単位と小数点の位置を考慮して、お使いください。お使いください。

①①ﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞﾘｰﾄﾞﾓｰﾄﾞの積算流量の呼び出しの積算流量の呼び出し

・・前項の前項の「スイッチ設定値の呼び出し方法」「スイッチ設定値の呼び出し方法」を参照し、を参照し、積算流量表積算流量表

示を呼び出してください。示を呼び出してください。

（（ﾁｪﾝｼﾞｷｰﾁｪﾝｼﾞｷｰによる積算流量表示ではによる積算流量表示ではｸﾘｱｸﾘｱはできませんはできません））

②積算流量の②積算流量のｸﾘｱｸﾘｱ

・・ｼﾌﾄｷｰｼﾌﾄｷｰ ・・ｱｯﾌﾟｷｰｱｯﾌﾟｷｰ を同時にを同時に1010秒間押し続けてください。秒間押し続けてください。

7ｾｸﾞLED7ｾｸﾞLEDが点滅し、が点滅し、1010秒後に秒後に00になります。になります。

③測定③測定ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞへへ

・・ﾘｰﾄﾞｷｰﾘｰﾄﾞｷｰ READ を押すと、を押すと、測定測定ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞへ戻ります。へ戻ります。

●積算流量は●積算流量はRESRES端子を端子をGNDGND 端子に短絡する事によっても端子に短絡する事によってもｸﾘｱｸﾘｱできまできま

す。す。 4. 4.取り付けに関する事項取り付けに関する事項  参照。参照。

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

①

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

②
同時に10秒

TOTAL

OUT1ERROR

Nl/min

READ CHANGE

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

③
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66．．保守に関する事項保守に関する事項

6-1 ｴﾗｰ6-1 ｴﾗｰ表示が発生した場合の処置表示が発生した場合の処置

TOTAL

OUT1 ERROR

Nl /min

READ
CHANG

E

0 20 40 60 80 100

NlNm3Nkm3

5桁ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

◆ [5桁ﾃﾞｼﾞﾀﾙ表示に]にｴﾗｰが表示された場合は、ｴﾗｰｺｰﾄﾞの値により下記の処置を
お願い致します。

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 内容 対処方法

0 20 40 60 80 100
定格流量ｵｰﾊﾞｰ

又は
配管内に水滴の混入

・流量が流量範囲を超えています。流量範囲以内
でお使用願いします。流量を止めても同じｴﾗｰが
発生する場合は、配管内に水滴が混入していま
す。(この場合、精度は保証できません)
・配管内の水分を取り除いてください。継続して
ご使用になりますと破損する恐れがあります。
・破損した場合は、お近くの営業所まで連絡くだ
さい。

0 20 40 60 80 100

付属ｹｰﾌﾞﾙの外れ
又は
断線

・付属のｹｰﾌﾞﾙの端子が緩んだり、外れていない
ことをご確認ください。
・ｹｰﾌﾞﾙが断線した場合は、当社までご用命くだ
さい。（ｹｰﾌﾞﾙ相当品：X2S2F-D421-G80-A、ｵﾑﾛ
ﾝ)

0 20 40 60 80 100 高温異常
・温度補正が正常にできなくなり、精度が保証で
きません。温度使用範囲内でご使用願います。
継続してご使用になりますと破損する恐れがあ
ります。

低温異常0 20 40 60 80 100

ﾒﾓﾘ異常0 20 40 60 80 100
・ﾒﾓﾘに異常が発生しました。お近くの営業所ま
でご連絡ください。
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